
令和８年度 建設水道任委員会行政視察報告書 
 

                                                  

１ 日  程    令和８年５月２５日（月）～２７日（水） 

 

２ 視 察 先    静岡県静岡市、広島県広島市、兵庫県神戸市 

 

３ 視察事項    

静岡市 

  （１）静岡市版パークレット「ハニカムスクエア」について 

静岡市の目指す「歩いて楽しい街」に向けた取組として、静岡市中心部にあった

路上パーキングの廃止で生まれた空間に、歩行者が滞留できるパークレット（Park

【公園】＋let【小さな】）を設置し、まちの賑わいづくりに貢献できないかを検証

する社会実験を実施した。 

ついては、本市におけるウォーカブルなまちづくりの参考とするため、事業の概

要と課題等について調査した。 

 

  広島市 

  （１）広島駅南口の再整備等について 

高齢化の急速な進展や人口減少に対応して、持続的に都市の活力を維持向上させ

ていくため、公共交通にアクセスしやすい場所に都市機能を集積させて、高齢者を

はじめとする市民が過度に自家用車に頼ることなく生活できるよう、集約型都市構

造への転換を図っている。 

ついては、本市における公共交通を利用したまちづくりの参考とするため、整備

の概要と成果等について調査した。 

 

神戸市 

（１）下水から回収「こうべ再生リン」について 

リンは肥料の３大要素の１つと言われ、食料生産に不可欠な資源だが、その多く

を輸入に頼っている。一方で下水にはリンが流入しており、神戸市の下水処理場で

は、下水から貴重なリンを効率的に回収し、「こうべ再生リン」と名付けて有効利

用している。こうべ再生リンを加工し、野菜や米を栽培し、それを食べ、使った水

が下水に戻ることでリンの資源循環を実現し、SDGsに貢献している。 

ついては、本市における下水道事業運営の参考とするため、これらの取組の概要

と成果等について調査した。 

 

４ 視察委員  委 員 長 大 澤 智 之   副委員長 新 井 美 加 
        委  員 岸 川 知 己   委  員 間仁田   諭 
          同   木 部 秀 人     同   近 藤 好 枝 
          同   石 塚   武     同   横 山 勝 彦 
          同   小曽根 英 明     


